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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年11月19日(2020.11.19)

【公開番号】特開2020-58359(P2020-58359A)
【公開日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2019-216212(P2019-216212)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  49/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/536    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ    7/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   49/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   51/10     ２００　
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　
   Ａ６１Ｋ   49/06     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/536    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月6日(2020.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　配列番号１７のアミノ酸配列を含む相補性決定領域（ＣＤＲ）１、配列番号１８のアミ
ノ酸配列を含むＣＤＲ２、配列番号１９のアミノ酸配列を含むＣＤＲ３を含む可変重鎖領
域と、
　配列番号２０のアミノ酸配列を含むＣＤＲ１、配列番号２１のアミノ酸配列を含むＣＤ
Ｒ２、配列番号２２のアミノ酸配列を含むＣＤＲ３を含む可変軽鎖領域と
を含む、モノクローナル抗反発性ガイダンス分子ｃ（ＲＧＭｃ）抗体。
【請求項２】
　親和性成熟されている、モノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項３】
　ヒト化抗体である、請求項１又は２に記載の単離されたモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体
。
【請求項４】
　可変軽鎖領域が、配列番号６に示すアミノ酸配列を有する、請求項１～３のいずれか一
項に記載のモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項５】
　可変重鎖領域が、フレームワーク領域に１つまでのアミノ酸の相違をもつ、配列番号５
に示すアミノ酸配列を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載のモノクローナル抗Ｒ
ＧＭｃ抗体。
【請求項６】
　ヒトＩｇＧ定常ドメインである重鎖免疫グロブリン定常ドメインを含む、請求項１～５
のいずれか一項に記載の単離されたモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項７】
　膜結合性反発性ガイダンス分子ａ（ＲＧＭａ）よりも膜結合性ＲＧＭｃに選択的に結合
する、請求項１～６のいずれか一項に記載のモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項８】
　１．００Ｅ－９より小さいＲＧＭｃへの結合親和性を有する、請求項１～７のいずれか
一項に記載のモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項９】
　免疫接着（ｉｍｍｕｎｏａｄｈｅｓｉｏｎ）分子、造影剤及び治療剤からなる群から選
択される作用物質にコンジュゲートしており、前記造影剤は、放射性標識、酵素、蛍光標
識、発光標識、生物発光標識、磁気標識及びビオチンからなる群から選択され、放射性標
識は、３Ｈ、１４Ｃ、３５Ｓ、９０Ｙ、９９Ｔｃ、１１１Ｉｎ、１２５Ｉ、１３１Ｉ、１
７７Ｌｕ、１６６Ｈｏ及び１５３Ｓｍからなる群から選択される、請求項１～８のいずれ
か一項に記載のモノクローナル抗ＲＧＭｃ抗体。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のヒト化抗体をコードする単離された核酸。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のモノクローナル抗体を含む医薬組成物であって、
医薬として許容される担体を含む、医薬組成物。
【請求項１２】
　モノクローナル抗体と医薬として許容される担体が、凍結乾燥された形状である、請求
項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　モノクローナル抗体と医薬として許容される担体が、溶液の形状である、請求項１１に
記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ヘプシジンレベルの上昇により引き起こされる鉄欠乏である鉄代謝疾患を治療するため
の請求項１１～１３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
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　鉄代謝疾患が、慢性疾患の貧血（ＡＣＤ）、鉄剤不応性鉄欠乏性貧血、及び慢性腎疾患
の貧血からなる群から選択される、請求項１４に記載の医薬組成物。
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